
特別史跡オこ薬師寺 参道の調査

調査地：橿原市城殿きどの町ドノマエ282

調査面積： 56Om2 

調査期間： 1995年2月2日～調査中
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76年1~2月
83年5~6月
89年2月
90年8月
92年3月
93年2~4月
93年4月
93年10月
94年2~4月
94年9月

現地説明会資料
1995年3月18日

奈良国立文化財研究所

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

道路建設
個人住宅
車庫建設
庫裏改修
計画調査
計画調査
水路改修
ガス・水道管埋設
計画調査
個人住宅

450m2 
150m2 
l 7m2 
3m2 
22m2 
450m2 
280m2 
80m2 
300m2 
l60m2 
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今回の調査で発見した遺構

参道 南北方向と東西方向の2条の石敷き参道を確認した。
東西方向の参道は東塔と西塔をつなぐ。幅3.4m。昨年度調査分を含め31mを確認。

川原石を敷き詰め北と南に石を立てて縁石とする。

南北方向の参道は中門と金堂をつなぐ。幅4.5m。ほとんどの敷石が失われる。

東西方向の参道より石は小さい。

大溝 幅3~5m、深さ40cm以上の溝。東塔南側でみつかった東西方向の大溝と

つながり、東塔の周囲をまわる溝と推定。10世紀後半から11世紀初めに大量の

瓦が捨てられる。

瓦溜め 参道の南東部に大小 4個。穴を掘って瓦を捨てたもの。瓦溜めAは10世紀
前半頃。

道路跡 藤原京西三坊坊間路の東西側溝。伽藍造営の時の整地土の下で一部を確認。

/
‘
 出土遣物

瓦 丸 • 平瓦と軒瓦。 大半は 7 世紀後半の本薬師寺創建時のもの。 軒瓦には、
普通サイズのセットと小型の裳階もこし用のセットがある。平城薬師寺あるいは

平城宮から運ばれた奈良時代後半から平安時代はじめの軒瓦も出土。

土器 須恵器、土師器。7世紀後半から平安時代(10世紀ころ）までのものが多い。

金属器 鉄釘、銅釘、金銅製品の破片。

そのほか凝灰岩の切石断片など。

調査成果

1、十文字に交わる石敷きの参道を確認した。

2、東塔の周囲に溝がめぐった時期があるらしい。この溝は参道を一部こわす。
3、過去3回の計画調査によって本薬師寺の規模、構造、平城薬師寺との関係、などに
ついて重要な資料を得ることができた。

西暦 年号 月日 記 事

680 天武9 11.12 天皇、皇后のために薬師寺建立を発願（日本書紀）

682 天武11 天皇、皇后のため薬師寺を造る（七大寺年表・僧綱補任）

686 朱烏元 9.9 天武崩御（日本書紀）

大官・飛鳥・川原 ・小墾田豊浦 ・坂田の五寺に無遮大会を設ける （日

本書紀）

688 持統2 1.8 薬師寺に無遮大会を行う（日本書紀）

692 持統6 4.12 天皇、先帝のため講堂本尊阿弥陀大繍仏を造顕 （薬師寺縁起）

694 持統8 12.6 藤原京に遷都（日本書紀）

697 文武元 6.26 天皇の病のため公卿百寮所願の仏像を造る （日本書紀）

7.29 開眼会を行う （日本書紀）

698 文武2 10.4 造寺の構作ほぼ終わる （続日本紀）

11.15 
講堂阿弥陀大繍仏開眼の賞として道昭を大僧都に叙す（七大寺年表 ・＼

僧綱補任）

701 大宝元 6.11 波多朝臣牟胡閑・胡曽倍朝臣陽麻呂を造薬師寺司に任ず（続日本紀）

7.27 造大安寺・薬師寺の二官を寮に准ず （続日本紀）

702 大宝2 1.23 これ以後、僧綱の任命を薬師寺で行う （令集解）

12.25 先帝のために四大寺に斎を設ける（続日本紀）

703 大宝3 1.5 先帝のため大官大寺・薬師寺・元興寺・弘福寺に斎を設ける（続日本紀）

710 和銅3 3.10 初めて平城に遷都 （続日本紀）

718 養老2 伽藍を平城京に移す（薬師寺縁起）

719 養老3 3.2 造薬師寺司に初めて史生二人をおく （続日本紀）

722 養老6 6.10 薬師寺を僧綱の住居とする（続日本紀）

730 天平2 3.29 東塔建立 （扶桑略記）
（ 

1025 万寿2 11.9 源経頼、本薬師寺に宿す（左経記）

1079 承暦3 10.5 薬師寺塔二基を法成寺にうつして供養（中右記）

1095 嘉保2 11.3 
薬師寺僧長徳、夢告により古塔の跡を尋ね、心柱の礎の中（または下）

より舎利を掘り出す （七大寺日記 ・七大寺巡礼私記）

1096 永長元 5.21 藤原師実ら、本薬師寺塔跡より発掘の仏舎利をみる （中右記）

1098 承徳2 10.12 藤原宗忠、本薬師寺より発掘の仏舎利をみる （中右記）

1106 嘉承元 8.21 本薬師寺の仏舎利を小塔婆に納める （中右記）

本藁箇寺闘篠略年表



西三坊坊間路

I •'.. ,, '.,I ......... 
I •••• • •••••• •• •••• .・.・.・.・.・.・.・.・1. ......... 
I . · . • . •. · . • . ,• 
9 9 9 9 , 

~ ·. . ..... . ....... 1・ ......... 
．．． ．． ．．．． : : :-:1:.:.:.:.:: :;.. 1...... 1..：二乞
・ 道違
: : •.. : ：l •. ： : ： • 9 : • 9 : ： ： ： ： • •. I：・．：・•.:: i :::::::: ：尋疇委全--;

1 | . • . •. •• 
a.・.・.・. 

I I。:::::::
I :. :-:, :..'.. 、一=-D 

Q 0こ 0

□ 賃：

{ --

ーロ
. ： ・ : : ： •. ： : ： •. : •. ： •.. : : •. : 
.．．.. i. I 
: •. : : ： :. ：参：： ： ： • ．． 

1 道］

:.．l o 
筏`l ＼ ⑪こ

塔

:：::9:：:：:：：:：:：:：：：：9・:：:：： :： ：：・::::：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：:：：：：：：:；：::：：:：:：:：:: 

:-L...J 
東

0 

N
I
 

,・・・. 

C 

I ；ぎ‘、．忍．翠；9.‘,石敷 ｀ 大溝

改窃：：：差涯：高：恐：・ぇ：・：・否：：岩：況：弓：
雨落溝

r 南面東回廊

—--l「­
喜：；：じi裟裟裟翁裟翁裟：羨酒：或：・：・:・:・:：：裟裟婆：望裟．忍翠忍望吝：：葵蕊：各恣翌：蕊裟各：：：裟各裔裟忍葵

石敷・--l「---t
本薬師寺参道の調査

雨落溝

゜
10m 

-＼ご＼し

□□ ^ ； ．¥[|  
=-：一・ニ7、•三
・ヽ・ 西丁 戸三

Ii三三
ュ•t-J 」」 -3

ーモIIIl•I(AC) ．．．．．． 二

］回屁` ロロ「f 西塔 ：： .• ’̂ 7・・ ::．．．．．: i .---．,．．．．．． 
l ::: 

1 1 9 1-1.. 
• 9...... ，． ，．．．．．．．．．．ヽ・． ．． 束塔 i : . .. 
．． 

今回の武査地 ・ ．． ．．．．． ....w.w.w.” • : ・ •I : .．．．.... 

ふ4.9 ・,. 9 9 : 9： • •• `̀‘..．．.．． ...．．． ．．=-・・ 
'-.  llll-1 

累1：):_口夏区

(1111) 中門 ---
！ 

,.,-;-, ，．． 
；ェ．r， ，＿． .. .. 

I. :.:．．．'●＇」．99.．．．．．．---・ • 
！ 

薗 ・ |＇ ＇ 

□ I三三□戸二竺三
． 本薬師寺の伽藍配置復原図


